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目
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/測
定
手

法

MDGs現行のMDGs

貧困削減

数値目標

1

2-7
現行MDGsを掘り下げるべき要素 新たに加えるべき要素

人類全体の
幸福

様々な
測定可能な

成果

気候変動/環境
強靭性/防災

貧困削減

衡平性

＋

新しい課題: 「新たな課題に対する団結」

新しい指針: 「人類全体の幸福の達成’」

数値目標 ＋
政策の方向性

資源/食料安全保障

（…追加可能性あり）＋

相互扶助
人間の安全保障 持続可能性

MDGs “Pact for Global Well-being”ポストMDGs “Pact for Global Well-being”

手続き手法
障害の排除

新しい目標: 「多面的な成果の測定」
質的なターゲット

国際的，地域的目標／ターゲットの組み合わせ

測
定
手

法
手

段
/実

現
の

た
め
の
条
件

ODA
GNI比
0.7%

8

MDG 2, 3: 教育の質，初等教育以降の教育
MDG 4, 5, 6: ポリオ，非感染症，保健医療制
度など，三大感染症等以外の問題
MDG 7: 資源としての水の問題

気候変動 開発効果
雇用 One-UN
能力開発
インフラ

成長

包括的成長

共有された成長

新しい推進力: 「４つの面を持つ成長の追求」

幅広い関係者（新興国及び民間セクターを含む）

環境の持続可能性と両立する成長
グリーン経済への移行

雇用創出を生む成長
人間開発の重要性
ガバナンスの重要性

効果の向上
“One UN”

から
“One global
community”へ
オーナーシップと
パートナーシップ
数多くの関係者
の間の適切な
手法の最適な
組み合わせ

グリーン成長

知識集約型成長
技術革新と知識集約型経済への焦点


